




















【結果】看護師 609 名（有効回答 41.0%）を解析対象とした.実践能力は経験年数とともに
高まり，部署異動及び周囲からの支援を受けた経験が関与した．レジリエンス（ρ＝0.690），
チームアプローチ（ρ＝0.381）と有意な正相関を示し（p＜0.001），レジリエンスでより
高かった．決定木分析によるレジリエンスの寄与率は，84.5％と最も高かった．多変量解
析では，実践能力は，年齢，部署経験，支援を受けた経験，レジリエンス，チームアプロ
ーチが独立して相互に関与しながら高められ，レジリエンスの寄与率が最も高かった． 
【考察】様々な環境で経験，他者からの支援を受けることが，実践能力の向上に必要であ
ると考えられる．また，実践能力が高い看護師は，看護師業務における逆境と考えられる
場面を克服し，立ち直るための適応力，すなわちレジリエンスを身につけており，さらな
る適応力の獲得につながる能力を有すると考えられる．また，チームアプローチの高い看
護師は，チームからの支援を受けやすくなり看護を実践する機会を得やすくなり，看護実
践能力の向上につながると考えられる．これらの結果，「チーム機能」が充実し，看護業務
の目的である患者ケアや患者援助が十分に果たせることになると考えられる． 
【結論】実践能力には，年齢，部署経験，支援を受けた経験，レジリエンス，チームアプ
ローチが関与しており，中でもレジリエンスが最も関与していた．今後の実践能力を高め
るための卒後看護師育成教育においては，レジリエンスを高める支援体制が必要である． 
